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　弊誌は、創刊４００号を迎えた前号において、これからの高校教育のあり方について考える記念特集を組みました。
同特集ではバックキャスティングの視点で、望まれるこれからの社会像を考えた上で、そうした社会の創り手を育む
ために必要な、高校教育が今後取り組むべき課題を、「学び続ける人材の育成」「地域・家庭とともに生徒を育てる」「教
師が生き生きと働き続けられる環境づくり」の３つに焦点化しました。
　今号以降はフォアキャスティングの視点で、それら３つの課題につながる、今まさに現場の先生方が直面している
テーマの連載コーナーがスタートします。例えば、「学び続ける人材の育成」につながるものとして、探究学習（「探究
学習 伴走する教師たち」）や学習評価（「そうだったのか！ 学習評価」）をテーマとしたコーナーの連載を始めます。３
つめの働き方改革につながるものとしては、働き方改革の実践を追うコーナー（「追跡！ 働き方改革」）が該当します。
　特集も現場の今課題をテーマとして取り上げてまいります。今号は、一般選抜を上回るまでその募集枠が拡大して
いる「年内入試」（※）における生徒支援のあり方について考える特集を組みました。「マイ・ストーリー」「引き出す」「共
に創る」をキーワードに、ぜひご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集

※総合型選抜（旧ＡＯ入試）と学校推薦型選抜を指す。９～12月の年内に試験が実施され、合否が決まることが多い両選抜を、ここでは「年内入試」
と総称する。

  P. 4	 課題整理

  生徒の内面を引き出す問いかけで、「マイ・ストーリー」の構築を支援
	 	 東京都・私立トキワ松学園中学校高校 進路指導部長  加藤美恵子	
	 	 広島県・私立広島桜が丘高校 １学年主任  沖村将彦	
	 	 	熊本県立宇

う
土
と

中学校・宇土高校 探究部長、進路指導主事  後藤裕市		
	 	 ベネッセコーポレーション 高大接続部 部長  富田泰成	
	 	 ベネッセコーポレーション 教育情報センター センター長  谷本祐一郎
  P. 10	 実践事例

 P. 10	 実践事例１●東京都・私立トキワ松学園中学校高校
	 	 １年次から学校設定科目や対話で関心を掘り起こし、表現力も育む　
 P. 13	 実践事例２●広島県・私立広島桜が丘高校
	 	「桜が丘６マインド」を軸に、生徒のよさや成長を教師が語る　
 P. 16	 実践事例３●熊本県立宇

う と

土中学校・宇土高校
	 	 探究の学びを軸に、UTO-LOGICを駆使して「問い」を創る力を養う　
P. 19		 自己理解を促すかかわり方を考える

	 	 教師の共感的なかかわりの中で、生徒は自身の思いを再構築する
  富山大学保健管理センター 客員准教授　西村優紀美　
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谷
本
　
ま
ず
、
こ
こ
数
年
の
年
内
入
試
の
状

況
を
整
理
し
ま
す
。
年
内
入
試
に
よ
る
大
学

入
学
者
の
割
合
は
、
２
０
２
１
年
度
入
学
生

で
５
割
に
達
し
、
22
年
度
入
学
生
で
は
一
般

選
抜
に
よ
る
入
学
者
の
割
合
を
上
回
り
ま

し
た
（
図
１
）。
国
公
立
大
学
で
も
年
内
入

試
の
募
集
枠
は
拡
大
し
て
お
り
（
図
２
）、

今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

加
藤
　
年
内
入
試
の
拡
大
は
、
本
校
の
受
験

状
況
か
ら
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
７
年
前
に

私
が
３
年
生
の
担
任
を
務
め
た
時
、
ク
ラ
ス

の
３
分
の
２
の
生
徒
は
一
般
選
抜
の
受
験
者

で
し
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
、
昨
年
度
担
任

を
務
め
た
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
３
分
の

２
の
生
徒
が
年
内
入
試
を
受
験
し
ま
し
た
。

谷
本
　
そ
れ
は
大
き
な
変
化
で
す
ね
。
大
学

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

年
内
入
試
の
選
抜
で
最
も
重
視
す
る
の
は

＊１　総合型選抜（旧 AO入試）と学校推薦型選抜を指す。９～ 12月の年内に試験が実施され、合否が決まることが多い両選抜を、ここでは「年内入試」と総称する。

ベネッセコーポレーション
教育情報センター　センター長

谷本祐一郎
全国の高校教師向けのセミナー
の企画、大学入試や教育動向
の分析を統括

東京都・私立トキワ松学園中学校高校
進路指導部長

加藤美恵子
プロフィールは P.10

広島県・私立広島桜が丘高校
１学年主任

沖村将彦
プロフィールは P.13

熊本県立宇
う と
土中学校・宇土高校

探究部長、進路指導主事

後藤裕市
プロフィールは P.16

ベネッセコーポレーション
高大接続部　部長

富田泰成
高校生と卒業後の進路先の接
続を深めるためのサービス・教
材の開発を統括

課題整理

生徒の内面を引き出す問いかけで、
「マイ・ストーリー」の構築を支援

　

総合型選抜と学校推薦型選抜（以下、年内入試［＊１］）の募集枠の拡大に伴い、
同選抜による大学入学者数が増加している。教科指導に加え、年内入試で重視される

志望理由書の作成や面接などに臨む生徒に対する支援が教師に求められる中で、学校、そして教師は、
どのような課題に直面しているのだろうか。P.10 以降の実践事例に登場する３校の教師が語り合った。

拡
大
を
続
け
る
年
内
入
試
で
は

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」が
鍵
に

近年の入試環境
の変化における
注目点は？

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、これからの大学入試
で希望進路を実現するために必要とされることを検証し、そうした
力を生徒に育む教師の指導や支援のあり方・方法を、実践事例を通
じてお伝えした 高校版 2021年８月号・特集はこちら

▲

「マイ・ストーリー」とは……
生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、その成
果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す

D
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U
SS
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「
明
確
な
志
望
動
機
」
で
、
思
考
力・判
断
力・

表
現
力
等
の
資
質
・
能
力
の
ほ
か
、「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
に
不
可
欠
な
「
卒
業
後
の
展

望
」
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

沖
村
　年
内
入
試
の
対
応
と
し
て
は
、
探
究

学
習
な
ど
を
通
じ
て
生
徒
に
資
質
・
能
力
を

育
む
と
と
も
に
、
生
徒
自
身
の
学
び
の
経
験

に
基
づ
い
た
志
望
動
機
や
将
来
像
を
、
生
徒

が
他
者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

谷
本
　そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方

と
年
内
入
試
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
と
、「
本

校
で
は
年
内
入
試
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
探

究
学
習
は
で
き
て
い
な
い
し
、
華
々
し
い
実

績
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
大
学
は
そ
の
よ
う
な
実
績
だ
け
を

評
価
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
あ
る

大
学
の
入
試
担
当
者
は
、
ど
の
よ
う
な
経
験

か
ら
何
を
学
び
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
将
来
に
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
の
か
を
明
確
化
し
、
語
れ
る
こ
と

を
、
年
内
入
試
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
と

話
し
て
い
ま
し
た
（
本
誌
22
年
10
月
号
特
集

を
参
照
［
＊
２
］）。
ま
さ
に
図
３
の
調
査
結

果
が
示
し
て
い
る
通
り
で
す
。

後
藤

　年
内
入
試
で
合
格
し
た
本
校
の
生
徒

の
志
望
動
機
を
見
て
も
、
学
校
内
外
で
の
学

び
を
通
じ
て
育
ん
だ
資
質
・
能
力
と
、
大
学

入
学
後
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
展
望
を
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
で
き
て
い
ま
し
た
。

＊２　2022 年度 10 月号の特集「高大接続の視点で見通す 2025 年度大学入試」では、多面的・総合的評価を推進する４大学が、2025 年度入試に関
する方針や、その背景にある大学が求める人材像、大学の学びを通じて育成する資質・能力などについて語った。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』
の「高校版バックナンバー」（https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/）、または右の２次元コードからアクセスしてご覧ください。

注１）2021 年度以降は「その他の選抜」の区分が新設されたため、20 年度以
前に学校推薦型選抜に含まれていた一部の選抜が別集計となった。
注２）値は「一般選抜、総合型選抜及び学校推薦型選抜の入学者の合計」に対
する各選抜の入学者の割合。

※文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」を基にベネッセ教育情報
センターが作図。

※ベネッセコーポレーション「2021 年度　学校推薦型選抜・総合型選抜に関する大学アンケート調査結果」を基に編集部で作成。

■ 2024年度入試　国公立大学の募集枠の変更点

■ 総合型選抜・学校推薦型選抜で重視すること

■ 総合型選抜・学校推薦型選抜の入学者の割合の推移

会津大学
コンピュータ理工学部で学校推薦型選抜30人増（前
期日程 30 人減）

宇都宮大学
工学部基礎工学科で総合型選抜を新規実施（定員
10 人）、学校推薦型選抜５人増（前期日程 15 人減）

埼玉県立大学
保健医療福祉学部で学校推薦型選抜 27 人増（後期
日程 40 人を廃止、前期日程 13 人増）　

東京工業大学
総合型選抜 48 人増、学校推薦型選抜 30 人増（前
期日程 78 人減）。総合型選抜では、一般枠 118 人、
女子枠 58 人

大阪大学
医学部保健学科で学校推薦型選抜４人増（前期日程
４人減）

広島大学 総合科学部で総合型選抜６人増（前期日程６人減）

鹿児島大学 農学部で学校推薦型選抜36人増（前期日程36人減）

※ベネッセコーポレーション調べ。最新の情報は、大学のウェブサイト等でご確
認ください。

重視すること 学校推薦型選抜総合型選抜

明確な志望動機（大学・学部・学科で学びたい理由）

基礎学力

思考力、判断力、表現力などの資質・能力

コミュニケーション能力

何事にも前向きに取り組む姿勢

卒業後の展望（社会に出た後にやりたいことやその理由）

自らの興味・関心に応じて行動できる力

協調性

社会の諸課題に対する関心や課題意識

興味・関心のある分野についての専門的な知識

リーダーシップ

各種大会や資格、探究活動などの目標を達成するためのプロセス

各種大会での受賞歴、各種資格の取得状況、探究活動の実績
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　　国公立大学で年内入試の募集枠が拡大

年内入試で重視されるのは、「明確な志望動機」  

　年内入試による入学者が５割超に図１図２

図３

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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谷
本
　
年
内
入
試
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
各
校

は
進
路
指
導
体
制
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
５

教
科
を
受
験
さ
せ
、
後
期
日
程
ま
で
志
望
校

を
諦
め
さ
せ
な
い
指
導
が
基
本
だ
っ
た
学
校

も
、今
後
は
年
内
入
試
志
望
者
の
支
援
が
一

層
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。そ
う

な
る
と
、志
望
理
由
書
や
面
接
な
ど
で
表
現

す
る「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」は
生
徒
一
人

ひ
と
り
で
異
な
る
た
め
、
個
別
支
援
が
必
要

と
な
り
ま
す（
図
４
）。担
任
な
ど
の
特
定
の

教
師
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
な
体
制
の
整

備
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

沖
村
　
私
は
担
当
教
科
の
地
理
歴
史
科
に
関

す
る
分
野
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
支

援
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
支
援
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
点
で
も
、

学
校
全
体
で
の
支
援
体
制
が
必
要
で
す
ね
。

谷
本
　
生
徒
の
進
路
意
識
の
面
で
も
気
に
な

る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
指
定
校
型
の
学
校

推
薦
型
選
抜
を
希
望
す
る
２
年
生
の
約
５
割

が
、
志
望
校
が
未
定
で
し
た
（
図
５
）。

沖
村
　
年
内
入
試
で
は
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
語
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
早
期
に
生
徒
に
伝
え
、
安
易
な
進
路
選
択

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に

よ
っ
て
目
指
す
方
向
性
や
自
己
理
解
の
解
像

度
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、
支
援
の
方
法
も
１

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
生
徒
の
志

向
や
将
来
像
を
掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。

加
藤
　
私
も
同
じ
で
す
。生
徒
が「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、生
徒
が
自
分
の

学
び
の
経
験
と
未
来
を
つ
な
げ
る
た
め
に
は

必
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。生
徒
と
の
対
話
を

通
じ
て
、一
緒
に「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

後
藤
　
本
校
の
探
究
学
習
で
は
、
生
徒
が
自

分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
様
々

な
学
問
や
文
献
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
考
察

を
深
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
探
究
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
ど
う
つ
な
が

る
の
か
も
考
え
る
よ
う
、
生
徒
に
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
志
向
と

将
来
が
つ
な
が
り
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
は
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
て
る

よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

年内 年始

担任・進路指導部・国語科教師
の負担が増える。小論文、志望理
由書、面接、提出書類等への対応。

従
来
の
入
試

推薦入試

一層求められる
個別指導

国公私立大学

入学者の50.3%（注）に。
5教科900点から
新課程6教科1,000点に。

限られた時間の中で全教科の得
点を伸ばしていく必要性。

一層工夫すべき
集団指導

年内入試 一般選抜 一般選抜
（後期日程）（前期日程）（総合型選抜・

学校推薦型選抜）

（前期日程）
一般入試 一般入試

最
新
の
入
試

（後期日程）

※スタディーサポート2021年度２年生２回の結果。

注）値は「一般選抜、総合型選抜及び学校推薦型選抜の入学者の合計」に対する各選抜の入学
者の割合。

※文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」を基にベネッセ教育情報センターが作図。

■ 指定校型の学校推薦型選抜を希望する生徒
の志望校決定状況 

■ 入試指導のボリュームのイメージ 

決まっていない 

49.5%

決まっている

48.4%

　　２年生で指定校型を希望しても、
 約５割が志望校“未定”

年内入試の支援が拡大する分、
指導の負担も増加

進
路
指
導
体
制
の
見
直
し
を
。

担
任
に
負
荷
が
偏
る
ケ
ー
ス
も

年内入試の
支援における
課題は？

図４図５
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富
田
　
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ

く
り
を
ど
う
支
援
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え

る
た
め
に
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
状

態
を
図
式
化
し
ま
し
た
（
図
６
）。
例
え
ば
、

幼
少
期
の
経
験
を
起
点
に
語
ら
れ
た
志
望
動

機
が
、
そ
の
経
験
と
志
望
校
の
つ
な
が
り
が

不
明
瞭
で
あ
る
が
た
め
に
、
説
得
力
に
欠
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
幼
少
期
の

経
験
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
断

片
的
に
回
想
し
て
、
志
望
学
問
に
後
づ
け
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
志
望
動
機
で
す
。
一
方
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
説
得
力
を
持
っ

て
語
れ
る
生
徒
は
、
自
身
の
関
心
や
興
味
と

い
っ
た
自
分
の
軸
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
れ

ま
で
の
学
び
や
活
動
と
を
結
び
つ
け
て
志
望

動
機
を
語
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

後
藤
　
本
校
で
は
生
徒
に
、
探
究
学
習
と
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
結
び
つ
け
る
視
点
を
意
識

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
な
ど
を
認
識
さ
せ
る
の
で
す
が
、
周
辺

に
位
置
す
る
個
別
の
関
心
を
書
く
こ
と
が
で

き
て
も
、
真
ん
中
に
位
置
す
る
も
の
を
書
け

な
い
生
徒
は
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
が

不
明
瞭
だ
と
感
じ
ま
す
。

加
藤
　
本
校
の
生
徒
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
内
面
を
掘
り
下
げ
る

た
め
の
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、１

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
、「
〇
〇
と
は
何

か
」「
な
ぜ
〇
〇
な
の
か
」
な
ど
の
６
種
類

の
問
い
を
立
て
、
答
え
る
と
い
う
方
法
で
す
。

自
分
に
つ
い
て
の
問
い
を
立
て
、
そ
の
答
え

を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
自
分
の
内
面
を
深

め
、
自
分
の
軸
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

沖
村
　
生
徒
が
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

語
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
教
師
が
問

い
か
け
て
、
生
徒
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
引

き
出
す
こ
と
が
一
層
大
事
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
教
師
に
は
、「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」

以
上
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
力
が

求
め
ら
れ
、
生
徒
と
一
緒
に
探
究
し
て
い
く

姿
勢
が
必
要
だ
と
、
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

谷
本
　
入
試
の
多
様
化
に
よ
る
進
路
指
導
上

の
課
題
は
、
生
徒
に
情
報
を
「
教
え
る
・
伝

え
る
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
弊
社
で
は
想
定

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、

生
徒
の
希
望
進
路
や
自
主
性
を
「
引
き
出
す
」

こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
図
７
）。

内面を掘り下げると、自分の関心や強みといった軸が明確に。そして、その軸を
基に自分の経験や志向を整理すると、感銘を受けた本や教科学習での気づき、探
究学習の取り組みが結びつき、大学で学びたい学問は文学部にあると判明。それ
らを踏まえると、説得力を持って志望動機を語れるように。

幼少期の経験から法学部を志望し、志望動機も幼少期の経験を踏まえて語ってい
たが、その経験と志望校のつながりが薄く、説得力に欠けている。

■ これからの指導に求められる教師の姿勢

■  「マイ・ストーリー」になっていない状態（例）

■ 「マイ・ストーリー」になっている状態（例）

感銘を
受けた本

感銘を
受けた本

探究学習
の取り組み

幼少期の経験

幼少期の経験

教科学習
での気づき

Ａ大学
文学部

Ａ大学
文学部

Ｂ大学
法学部

Ｂ大学
法学部

探究学習
の取り組み

生徒の経験（生徒のこれまでの学びや活動）

生徒の経験（生徒のこれまでの学びや活動）

学問（これからの展望）

学問（これからの展望）

関心や
強み

教科学習
での気づき

教師に求められる
「引き出す」力

　自分の軸に基づき、経験や志向を整理する

自
分
の
軸
を
持
っ
て
、

経
験
や
志
向
の
関
係
性
を
整
理

「マイ・ストーリー」
が語れる状態
とは？

図７ 図６

教える
伝える

引き
出す

教師が
持っているものを

生徒が
持っているものを

入試の多様化による課題は、情報を「教える・
伝える」ことだけではなく、生徒の希望進路や
自主性を「引き出す」こと。

教える
伝える

引き
出す

教師が
持っているものを

生徒が
持っているものを

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」
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富
田
　
自
校
に
ど
の
タ
イ
プ
の
進
路
選
択
を

す
る
生
徒
が
多
い
の
か
に
よ
っ
て
、学
校
の

課
題
は
異
な
り
、教
師
の
役
割
も
変
わ
る
と

想
定
さ
れ
ま
す（
図
８
）。先
生
方
は
、ど
の
よ

う
な
役
割
を
特
に
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

沖
村
　
図
８
の
❸
に
近
い
本
校
で
は
、
希
望

進
路
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
ま
ず

は
生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
非
認

知
能
力
を
設
定
し
、
そ
の
到
達
度
を
可
視
化

し
て
、
褒
め
て
伸
ば
す
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
教
科
学
力
と
は
異
な
る
観
点
で
多

面
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
自
分
の

可
能
性
に
気
づ
き
、
進
路
に
前
向
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
　
図
８
の
❶
に
近
い
本
校
で
は
、
生
徒

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
視
点
に
気
づ
か
せ

た
り
、
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
り
し
て
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
引
き
出

す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。例
え
ば
、本
校
が

10
分
間
の
午
睡
の
時
間
を
設
け
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
睡
眠
を
テ
ー
マ
に
自
分
の
関
心

を
掘
り
下
げ
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
学

で
睡
眠
を
研
究
し
た
い
と
い
っ
た
生
徒
も
い

れ
ば
、健
康
に
関
心
を
持
っ
て
看
護
系
学
部

を
志
望
し
た
生
徒
が
い
た
り
、
睡
眠
の
分
析

か
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
心
を
持
っ
た

生
徒
が
い
た
り
と
、
生
徒
た
ち
の
関
心
は
１

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
様
々
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
関
心
を
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
生
徒
に

は
、「
あ
な
た
は
睡
眠
そ
の
も
の
よ
り
、
分

析
機
器
の
開
発
に
興
味
が
あ
り
そ
う
だ
ね
」

な
ど
と
助
言
し
、
気
づ
き
を
促
し
ま
し
た
。

加
藤
　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
潜
在
的
な

関
心
や
疑
問
を
顕
在
化
さ
せ
て
、
取
り
組
み

た
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
徒
を

ず
っ
と
見
取
っ
て
い
る
教
師
だ
か
ら
こ
そ
果

た
せ
る
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
校

の
有
志
の
生
徒
で
海
岸
の
清
掃
活
動
を
し
た

際
、
あ
る
生
徒
が
風
力
発
電
の
騒
音
に
疑
問

を
持
ち
、
魚
と
振
動
の
関
係
を
研
究
し
ま
し

た
。
別
の
生
徒
は
、
海
岸
で
拾
っ
た
海
藻
を

使
っ
て
光
合
成
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
た
別
の

生
徒
は
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
衣
類
を
問
題
視

し
、
自
然
に
還
る
繊
維
の
開
発
に
挑
み
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
清
掃
活
動
中
に
出
て
き
た
生

徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た
発
言
を
拾
い
、
生
徒
と

や
り
取
り
を
し
な
が
ら
疑
問
を
引
き
出
し
た

こ
と
が
、
探
究
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

■ 希望進路タイプ別　生徒の課題と目指す姿、教師の役割

学校・生徒の状況によって異なる教師の役割

生
徒
の
見
え
な
い
部
分
を

引
き
出
し
、
今
後
を
考
え
さ
せ
る

「マイ・ストーリー」
づくりの

支援における
教師の役割

教師の役割は　入試形式に左右されない志望動機づくり。年内入試は手段の１つ

❶
国公私立大学を
一般選抜・
年内入試で

目指す生徒が多い
学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

一般選抜と年内入試の両にら
みの状況に対し、安易に志望
を下げてしまう姿勢から

●志望校へのこだわりがなく、教師・保護者の
認める大学へという志向は強い。

希望する進路実現のために
学びに向かう姿勢に。

教師の役割は　「こだわり進路」の醸成で、進学後の後悔の回避を

❷
国公私立大学を
年内入試で目指す
生徒が多い
学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

拡大した年内入試に対して安
易な進路選択を行う姿勢から

●進路選択についての問いかけを工夫しても、
生徒の反応が薄い。大学選択は「行きたい」よ
り「入れる」。指定校や総合型での選択となる。

自分が生かせる志望先を探
索・研究し、こだわりを持っ
た進路選択ができる状態に。

教師の役割は　積極評価で、生徒の自己肯定感を高め続ける

❸
大学・専門学校・
就職など、

生徒の希望進路が
多様な学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

これまでの経験によって自己
肯定感が低い状態から

●生徒の基礎学力と自己肯定感を高めたい。「や
ればできる」を実感させたい。

自分自身の可能性に気づき、
進路・学習に前向きになれ
る状態に。

図８
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谷
本
　
先
生
方
の
お
話
か
ら
、「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、
教
師

が
生
徒
の
内
面
か
ら
関
心
や
こ
だ
わ
り
感
な

ど
を
「
引
き
出
す
」
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

加
藤
　
教
師
が
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
私
は

「
結
ぶ
」
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
同
士
の
探
究
、
企
業
や
大
学
な
ど
、
生
徒

を
他
者
や
社
会
と
結
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
視
点
を
得
て
自
分
の
世
界
を

広
げ
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
自
然
に
還
る
繊
維
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
実
験
を
重
ね
、

稲
わ
ら
を
用
い
て
繊
維
を
つ
く
り
ま
し
た
。

次
の
段
階
の
実
用
化
に
は
企
業
の
力
が
必
要

だ
と
助
言
す
る
と
、
自
ら
ア
パ
レ
ル
企
業
60

社
以
上
に
連
絡
し
、
そ
の
結
果
、
あ
る
企
業

か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
実
用
化
に
向
け
た

研
究
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
の
経
験
を

基
に
、
大
学
で
は
循
環
型
地
捨
地
消
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
り
、
第
１
志
望
校
に
総

合
型
選
抜
で
合
格
し
ま
し
た
。

後
藤
　
挑
戦
し
、
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
価
値

づ
け
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
経
験

に
意
味
を
見
い
だ
し
て
、
自
分
の
軸
が
定

ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本

校
の
生
徒
も
、
１
年
次
は
自
分
の
志
向
や
関

心
が
曖
昧
で
す
が
、
探
究
学
習
な
ど
で
自
分

で
問
い
を
立
て
、
追
究
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
し
て
他
者
か
ら
評
価
を
受
け
、
改
善
す
る

と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

ど
の
テ
ー
マ
で
も
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
が
書
け

る
、
つ
ま
り
自
分
の
軸
を
持
ち
ま
す
。

富
田
　
進
路
を
自
分
の
意
志
で
選
択
す
る
た

め
の
弊
社
の
「
進
路
達
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊

３
）に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
を
見
て
も
、

生
徒
は
ま
ず
、自
分
の
軸
を
基
に
し
た
志
望

動
機
が
語
れ
な
い
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
。そ
の
状
態
か
ら
、適
性
診
断
や
他
者
の

視
点
を
通
じ
て
自
己
理
解
を
深
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、大
学
な
ど
に
つ
い
て

の
多
く
の
情
報
を
得
て
か
ら
志
望
動
機
を
表

現
し
て
み
る
こ
と
で
、生
徒
は
徐
々
に「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」を
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

沖
村
　
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
す
。
私
は
担
当
す

る
歴
史
の
授
業
で
、
歴
史
的
事
象
を
知
ら
な

い
人
に
説
明
す
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
生
徒
が
楽
し
く
、前
向
き
に
課
題
に
取

り
組
む
姿
を
見
て
、問
い
の
工
夫
次
第
で
自

分
の
可
能
性
に
気
づ
か
せ
、進
路
や
学
習
に

前
向
き
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。そ
し
て
、そ
う
し
て
身
に
つ
け
た
自

分
で
学
ぶ
力
が
、
自
分
の
人
生
を
創
造
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊３　「自分の軸を持った進路選択」の達成を支援するための、ベネッセの進路学習教材。生徒それぞれが大切にしている意識や行動についての診断結果を基に、
大学などの情報を提供する無料プログラム。「進路達成プログラム」の詳細は、ベネッセハイスクールオンラインで紹介。ログインには IDと PWが必要。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/info/shinro-pgm/index.html

生徒の「マイ・ストーリー」づくりを支援する3校の実践を、次ページから詳しく紹介

設立	 1916（大正５）年
形態	 全日制／普通科／女子校
生徒数	１学年約 130人
2022 年度卒業生進路実績　４年制大は、
青山学院大、学習院大、慶應義塾大、多摩
美術大、中央大、東京造形大、日本女子大、
法政大、武蔵野美術大、明治大、立教大な
どに延べ 137 人が合格。短大・専門学校
進学９人。

設立	 1963（昭和 38）年
形態	 全日制／普通科／共学
生徒数	１学年約 240人
2022 年度卒業生進路実績　4年制大は、
京都産業大、関西大、神戸親和大、広島経
済大、広島工業大、広島国際大、広島修道大、
安田女子大などに延べ39人が合格。短大・
専門学校進学75人。就職 66人。

設立	 1920（大正９）年
形態	 全日制／普通科／共学
生徒数	１学年約 240人（高校）
2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
名古屋大、岡山大、九州工業大、九州大、
熊本大などに54人が合格。私立大は、東
京理科大、同志社大、立命館大などに延べ
304人が合格。海外大学は、台湾・静宜大
などに２人が合格。

東京都・私立
トキワ松学園中学校高校

詳しくは、Ｐ．10〜12

広島県・私立
広島桜が丘高校
詳しくは、Ｐ．13〜15

熊本県立
宇土中学校・宇土高校

詳しくは、Ｐ．16〜18

実践１　高校１年次に学校設定
科目「思考と表現」で、論理的思
考力・表現力を育成し、生徒が自
分の関心を見いだす活動を行う。

実践１　「自考自創」のための６
つのマインドを設定。各教科の
単元末にそれらを自己評価し、
自己肯定感を高める場を設ける。

実践１　全教科で「問い」を起
点とした授業を行い、生徒が自
ら問いを立てる力を育む。

実践２　担任を中心に、教師と
生徒が対話を丁寧に繰り返し、
生徒が自分の関心や活動を進路に
つなげられるように後押しする。

実践２　６つのマインドを発揮
した生徒について記入するシー
トを運用。各教師が入力して共
有し、生徒を褒める。

実践２　探究学習で行うプレゼ
ンテーションなどの活動を、年
内入試の対策と結びつけて実施
する。

振
り
返
る
こ
と
で
経
験
に

意
味
を
見
い
だ
し
、軸
が
定
ま
る

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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中
高
一
貫
の
女
子
校
で
あ
る
東
京
都・私
立

ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校
高
校
は
、２
０
１
４

年
度
か
ら
、「
探
究
女
子
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、自
ら
探
究
学
習
を
進
め
ら
れ
る
生
徒

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
以

前
か
ら
、
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、「
自
分

の
興
味
・
関
心
を
追
究
す
る
」、「
自
ら
調
べ

て
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
」と
い
っ
た
探

究
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
16
年
度
か
ら
中

学
１
年
次
に
、
18
年
度
か
ら
高
校
１
年
次
に

週
１
時
間
ず
つ
、
学
校
設
定
科
目
「
思
考
と

表
現
」
を
設
置
。
す
べ
て
の
学
習
の
土
台
と

な
る
論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
、
調
査
ス
キ

ル
な
ど
の
指
導
を
体
系
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
日
常
的
に
教
師
が
生
徒
に
声
を

か
け
、
対
話
か
ら
素
朴
な
疑
問
を
引
き
出
し
、

問
い
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
は
課
外
活
動
で
探
究
学
習
に
熱
心
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。「
稲
わ
ら
を
利
用

し
た
新
繊
維
の
開
発
」「
強
振
動
と
急
激
な

水
温
変
化
が
及
ぼ
す
金
魚
摂
餌
の
影
響
」
と

い
っ
た
研
究
や
、
子
ど
も
の
国
際
交
流
の
支

援
な
ど
、
探
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
探
究
学
習
の
深
ま
り
に
伴
い
、
年
内
入
試

の
希
望
者
が
増
加
。
22
年
度
の
高
校
３
年
生

の
特
進
ク
ラ
ス
で
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者

数
が
ク
ラ
ス
の
３
分
の
２
に
上
っ
た
。
同
ク

ラ
ス
の
担
任
を
務
め
た
進
路
指
導
部
長
の
加

藤
美
恵
子
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
自
分
の
疑
問
や
好
き
な
こ

と
を
突
き
詰
め
て
い
っ
た
結
果
、
生
徒
は
将

来
や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
が
お

の
ず
と
志
望
校
選
択
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
学
調
べ
を
す
る
中
で
、

志
望
校
が
年
内
入
試
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、『
自
分
の
頑
張
り
を
生
か
し
て
志

望
校
に
挑
戦
し
た
い
』、『
探
究
学
習
の
成
果

を
大
学
に
見
て
も
ら
い
た
い
』
と
、
年
内
入

試
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
く
現
れ
ま
し
た
」

　
加
藤
先
生
が
前
回
高
校
３
年
生
の
担
任
を

務
め
た
７
年
前
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者
数

は
ク
ラ
ス
の
３
分
の
１
だ
っ
た
。
年
内
入
試

を
実
施
す
る
大
学
数
の
増
加
の
影
響
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
、
年
内
入
試
の
受
験
者
が
増

え
て
い
る
と
、
田
村
直
宏
校
長
は
語
る
。

　「
大
学
が
求
め
る
力
と
本
校
が
培
っ
て
き

た
力
が
合
致
し
て
き
た
こ
と
が
、本
校
で
年

内
入
試
の
受
験
者
が
増
え
て
い
る
要
因
の
１

つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。探
究
学
習
で
の
学

び
と
成
果
を
基
に
し
た『
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
』

を
表
現
す
る
こ
と
で
、一
般
選
抜
で
は
合
格

が
難
し
い
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
何
人
も

い
ま
す
。探
究
学
習
と
年
内
入
試
へ
の
挑
戦

が
、生
徒
の
未
来
を
大
き
く
拓
い
て
い
ま
す
」

進
路
指
導
部
長

加
藤
美
恵
子 

か
と
う
・
み
え
こ

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
国
語
科
。

校
長田村

直
宏 

た
む
ら
・
な
お
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

勝
見
浩
代 

か
つ
み
・
ひ
ろ
よ

同
校
に
赴
任
し
て
34
年
目
。
教
務

部
。
国
語
科
。

学
力
向
上
推
進
部

菅
原
孝
宏 

す
が
わ
ら
・
た
か
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
学
年
担
任
。

理
科（
物
理
）。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

小
澤
慶
子 

お
ざ
わ
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
広
報

部
。
社
会
科
。

実践事例 1
１年次から学校設定科目や対話で
関心を掘り起こし、表現力も育む

東京都・私立トキワ松学園中学校高校
自分の関心を突き詰め、自分の考えを表現する力を鍛える学校設定科目「思考と表現」を１年次に実施。

関心の喚起につながる対話や、生徒を学校外と「結ぶ」ことを通じて、生徒の「マイ・ストーリー」づくりを支える。

C
A
SE

探
究
学
習
を
頑
張
っ
た
生
徒
ほ
ど

年
内
入
試
を
希
望

年内入試の

現状
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高
校
１
年
次
の「
思
考
と
表
現
」で
は
、講

読
や
文
章
表
現
、
調
査
、
論
文
作
成
、
発
表

な
ど
の
ス
キ
ル
を
、
実
践
課
題
を
通
じ
て
学

ん
で
い
く
（
図
１
）。
例
え
ば
、
１
学
期
の

後
半
に
取
り
組
む
読
書
感
想
文
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
下
書
き
、
清
書
と
、
１
冊
で
３

回
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
う（
図
２
）。
授
業

を
担
当
す
る
司
書
教
諭
の
勝
見
浩
代
先
生
と

小
澤
慶
子
先
生
が
そ
の
都
度
、
誤
字
・
脱
字

や
表
現
の
誤
用
な
ど
を
添
削
。
生
徒
の
考
え

が
伝
わ
る
文
章
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

れ
も
率
直
に
指
摘
し
、
生
徒
が
本
当
に
伝
え

た
い
こ
と
を
追
究
さ
せ
て
い
る
。

　「
本
選
び
か
ら
主
題
に
対
す
る
自
分
の
考

え
に
至
る
ま
で
、
生
徒
は
自
分
の
関
心
を
突

き
詰
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
過
程
を
本

科
目
で
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と
が
、
将
来

の
目
標
や
自
分
の
軸
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
澤
先
生
）

　
１
年
次
の
夏
季
休
業
時
に
は
、
希
望
進
路

に
関
す
る
新
書
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

進
路
学
習
の
課
題
に
取
り
組
む
。
新
書
選
び

に
迷
う
生
徒
に
は
、
司
書
教
諭
が
伴
走
す
る
。

　「『
何
に
関
心
が
あ
る
の
？
』『
建
築
で
す
』

『
造
る
方
？
　
見
る
方
？
』
な
ど
と
生
徒
と

や
り
取
り
し
な
が
ら
生
徒
の
関
心
を
探
り
、

そ
れ
に
合
い
そ
う
な
本
を
数
冊
挙
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
目
次
と
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
ん

で
み
て
、
１
冊
読
み
通
せ
そ
う
な
本
を
選
ぶ

よ
う
助
言
し
、
最
終
的
に
は
生
徒
自
身
に
読

む
本
を
選
ば
せ
て
い
ま
す
」（
勝
見
先
生
）

　
図
書
室
は
、各
教
科
の
探
究
的
な
活
動
で

使
う
資
料
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い

る
。
同
科
目
を
通
じ
て
生
徒
の
志
向
を
把
握

し
て
い
る
勝
見
先
生
と
小
澤
先
生
は
、
生
徒

か
ら
の
相
談
に
、「
前
に
こ
う
書
い
て
い
た
よ

ね
。
こ
の
本
が
探
究
に
つ
な
が
る
か
も
」
と
、

生
徒
の
関
心
に
応
じ
た
助
言
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て

講
読
を
重
ね
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
書
く
こ
と

で
、
希
望
進
路
の
分
野
で
使
わ
れ
る
用
語
が

身
に
つ
き
、
自
分
の
考
え
を
適
切
な
語
彙
を

用
い
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　「
生
徒
は
本
科
目
の
課
題
の
添
削
を
通
じ

て
、
自
分
と
他
者
の
考
え
を
混
同
し
な
い
こ

と
や
、
事
実
を
要
約
し
て
か
ら
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。
３
年
次

の
志
望
理
由
書
や
小
論
文
の
作
成
時
に
、
そ

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

読書
感想文

主題を意識してテキストを読む方法を学ぶ。読
書感想文に書くべき内容と、その順序を考える
ことを通じて、論理的な文章展開について学ぶ。

進路を
考える本

夏季休業中の進路学習の課題に向け、進路に
関する新書を選ぶ。

ブック
レポート

著者の考えを読み取り、自分の主張を確立した
上でブックレポートを作成する。

SDGs
探究
レポート

各自でSDGsに関するテーマを設定し、調べ学
習を行う。根拠のある資料を基に結論を導き出
し、レポートにまとめる（レポートの書き方の基
礎を学ぶ）。グループディスカッションを通じて、
個別の課題についての理解を深める。

ほかに、事典や新聞の縮刷版の使い方、インターネット検索の留意
点などに関するスタディースキルを学び、その実践として、新聞の社
説の要約を行う。定期考査はなく、提出物と授業に取り組む態度な
どで評価する。　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

〈作成の進め方〉
❶本選び　司書教諭が用意した課題図書 50タイトル以上の中から、
生徒自身で読む本を選ぶ。

❷ワークシート　印象に残った場面（感動、共感、反感、疑問など）
とその理由、主題と主題に対する自分の考えなどを書く。同シートが
感想文の土台となる。

❸下書き　司書教諭によるワークシートの添削結果も踏まえて、「本の
内容」「主題と自分の意見」「まとめ（自分はどうしたいか）」の３パー
トに分けて書く。

　

❹清書　下書きの添削結果を踏まえて、800 字以内で仕上げる。

※学校資料を基に編集部で作成。

動いている図書室
同校の図書室は、年間約1,500 冊を購入。廃棄できな
い書籍かどうかを慎重に検討し、蔵書を入れ替えている。
全教師が担当教科の購入候補の書籍を検討し、購入の可
否を決めている。「探究学習でこのテーマに取り組んでい
る生徒がいる」「授業で使う」など、生徒の学びに合った
書籍をそろえることを心がけている。

●読書感想文のルーブリック（抜粋）
A B

文章
文章 主語・述語の不一致、文意

が通らない文章がない
主語・述語の不一致、文意
が通らない文章がある

論理的な
文章表現

論旨が一貫している（矛盾が
ない）

論旨が一貫していないとこ
ろがある（矛盾がある）

小澤先生「生徒は、何事に対しても『すごい』を使いがちで、自分の意見を
他者に伝わるように表現するのが苦手です。添削では、例えば『すごい』を
どういった意味で使っているのかなどを問いかけます」

〈学習評価〉
❷〜❹では、生徒はルーブリックを用いて自己評価を行う。教師も添
削後に同じルーブリックを用いて評価をつけ、生徒に返却する。

勝見先生「形成的評価として、自分の力を認識できるようにしています。生
徒には、『CならB、BならAと、１つでもよいから上を目指そう』と声をか
けています」 注目注目

高校１年次「思考と表現」の主な学習内容読書感想文作成の指導概要 図１図２

高校１年次
学校設定科目
「思考と表現」

関
心
を
広
げ
、
深
め
な
が
ら

表
現
力
を
鍛
え
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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同
校
の
生
徒
と
教
師
の
距
離
は
近
く
、
普

段
か
ら
よ
く
話
を
す
る
。
そ
の
際
に
教
師
は

生
徒
の
関
心
を
把
握
し
、
探
究
学
習
や
志
望

校
選
択
の
き
っ
か
け
と
な
る
材
料
を
提
供
す

る
。
ま
た
、図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
思

考
と
表
現
」
で
の
成
果
物
を
見
た
り
、
生
徒

個
々
の
貸
し
出
し
履
歴
か
ら
各
教
科
や
探

究
学
習
で
活
用
し
た
書
籍
を
確
認
し
た
り
し

て
、
話
の
糸
口
を
探
る
と
、
学
力
向
上
推
進

部
の
菅
原
孝
宏
先
生
は
語
る
。

　「
担
任
は
、
各
教
科
担
当
の
教
師
と
の
対

話
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
生
徒
が
示

し
た
関
心
を
捉
え
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

生
徒
に
か
け
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。
生

徒
の
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
づ
く
り
に
主

に
寄
り
添
う
の
は
担
任
で
す
が
、
担
任
が
必

要
と
す
る
情
報
は
、
学
校
全
体
で
連
携
を

取
っ
て
共
有
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
生
徒
と
の
対
話
の
前
段
階
と
し
て
、

信
頼
関
係
の
構
築
も
重
視
し
て
い
る
。

　「
学
問
の
本
質
を
伝
え
る
授
業
を
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
面
談
で
は
じ
っ
く
り
生
徒
の

話
を
聞
き
ま
す
。
学
校
行
事
な
ど
で
生
徒
の

多
様
な
面
を
捉
え
て
褒
め
る
こ
と
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
」（
菅
原
先
生
）

　
生
徒
を
他
者
や
社
会
と
結
び
、
志
望
校
選

択
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
看
護
学
部
志
望
だ
っ
た
あ
る
生
徒
は
、

救
急
医
療
や
高
齢
者
看
護
な
ど
、
大
学
ご
と

に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
志
望
校
選
択

に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
生
徒
が
子
ど
も
食
堂

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
田

村
校
長
が
小
児
が
ん
の
子
ど
も
の
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
。
生
徒
は
、
最
終
的
に
小

児
医
療
に
力
を
入
れ
る
大
学
を
選
ん
だ
。

　「
探
究
テ
ー
マ
が
志
望
校
選
択
に
直
結
す

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
活
動
を
し
て

い
て
も
、
自
分
の
関
心
の
軸
を
見
い
だ
せ
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
必
要

な
の
は
、
他
者
の
存
在
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
し
て
評
価
を
受
け
た
り
、
大
学
教
員

や
地
域
の
人
な
ど
、
学
校
外
の
人
と
話
し
た

り
す
る
中
で
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
き
た
い
の
か
を
生
徒
は
お
の
ず
と
考
え
ま

す
。
自
分
の
内
面
を
見
つ
め
、
自
己
と
の
対

話
を
深
め
て
い
く
先
に
、
自
分
が
将
来
や
り

た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
加
藤
先
生
）

　
３
年
次
の
志
望
校
を
絞
り
込
む
過
程
で

は
、
担
任
は
入
試
日
程
を
考
慮
し
な
が
ら
生

徒
個
々
に
声
を
か
け
、
年
内
入
試
の
準
備
を

始
め
る
。

　「
そ
の
頃
に
は
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
軸
は
で
き
て
い
る
の
で
、
後
は
そ
れ
を
い

か
に
表
現
す
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。『
思

考
と
表
現
』
で
改
善
の
た
め
に
は
添
削
が
必

要
な
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
生
徒

は
く
じ
け
ず
、
何
度
で
も
志
望
理
由
書
を
書

き
直
し
て
き
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

「思考と表現」、
各教科の学習支援

探究学習、面談

各教科での
探究的な学び

学習内容の
共有

生徒の関心事
の共有

学習内容
の共有

※取材を基に編集部で作成。

生徒

クラス担任

司書教諭 各教科担当

探究の伴走、
他者と結ぶ

関心探し
の伴走

関心の
喚起

「マイ・ストーリー」づくりの支援体制図３

生徒の
活動と進路を
対話で結ぶ

教
師
が
連
携
し
て
生
徒
を

把
握
し
、対
話
に
つ
な
げ
る

実践 2

社
会
人
の
支
援
も
得
な
が
ら
探
究
学
習
を
深
化
。

教
科
指
導
も
強
化
し
、志
望
校
の
幅
を
広
げ
た
い

　
課
外
活
動
が
中
心
だ
っ
た
探
究
学
習
は
、
22
年
度
か
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
行
っ
て
い
る
。
高
校
１
年
次
は
週
２
時
間
で
、
連
携
先
の
６
つ
の
企
業
の
研
究
や
、

企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
。
高
校
２
年
次
は
週
３
時
間
で
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
４
つ
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
探
究
学
習
を
行

う
。
専
門
的
な
テ
ー
マ
で
は
、
外
部
の
社
会
人
の
支
援
も
得
て
、
探
究
を
深
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
教
科
指
導
を
強
化
し
て
教
科
学
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
、
国
公
立
大
学
の

総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
年
内
入
試
の
受
験
者
数
の
増
加
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
丁
寧
な
添

削
指
導
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
指
導
体
制
の
構
築
も
必
要
で
す
。
学
校
全
体
で
支
援

す
る
体
制
や
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」（
田
村
校
長
）

展望
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広
島
県
・
私
立
広
島
桜
が
丘
高
校
は
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
進
路
多
様

校
」
を
標
榜
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
希
望

進
路
を
か
な
え
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
中
で
教
師
た
ち
が
目
指
す
の

が
、
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
「
自
考
自
創
」
の

実
現
だ
と
、
桐き

り

原は
ら

琢た
く
ま

副
校
長
は
語
る
。

　「
す
べ
て
の
生
徒
が
自
ら
考
え
、
自
ら
を

創
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路
へ
踏

み
出
す
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

『
自
考
自
創
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
言
葉
を

教
師
が
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
そ
う
し
た
生

徒
は
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
考
自
創
の

た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
『
桜
が
丘
６

マ
イ
ン
ド
』
と
し
て
明
確
に
し
た
上
で
（
図

１
）、
そ
の
育
成
の
た
め
に
必
要
な
教
育
活

動
を
整
理
し
ま
し
た
」

　
同
校
に
は
、
中
学
校
で
勉
強
に
苦
手
意
識

を
持
っ
た
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
は
「
自
分
に
進
学

は
無
理
だ
」
と
早
々
に
進
路
の
選
択
肢
を
狭

め
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
教
師
も
生
徒

の
そ
の
よ
う
な
考
え
を
仕
方
の
な
い
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
15
年
度
大

学
入
試
に
お
い
て
、
当
時
３
学
年
担
任
を
務

め
た
沖
村
将
彦
先
生
の
ク
ラ
ス
か
ら
、
年
内

入
試
で
同
校
初
の
国
公
立
大
学
現
役
合
格
者

が
３
人
出
た
こ
と
で
、「
自
分
も
高
い
目
標

を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
機
運
が
後
輩
の
生

徒
た
ち
の
中
で
高
ま
っ
た
と
い
う
。

　「『
自
分
に
は
進
学
は
無
理
』
と
い
う
生
徒

の
考
え
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
年
内

入
試
で
は
、
志
望
理
由
書
な
ど
で
、
高
校
生

活
を
通
じ
て
自
分
が
何
者
に
な
っ
た
の
か
、

大
学
で
何
を
学
び
、
社
会
で
何
を
し
た
い
の

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
生
徒
に
は
、
将
来
や
り

た
い
こ
と
を
進
学
後
に
始
め
る
の
で
は
な

く
、
小
さ
な
こ
と
で
も
よ
い
か
ら
今
始
め
よ

う
と
声
を
か
け
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
」

　
未
来
と
今
を
つ
な
げ
て
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
つ
く
っ
た
生
徒
が
年
内
入
試
で
成

果
を
上
げ
た
こ
と
で
、
数
値
化
し
に
く
い
非

認
知
能
力
に
も
目
を
向
け
て
生
徒
の
日
々
の

成
長
を
認
め
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
の

重
要
性
が
校
内
に
浸
透
し
た
。
そ
れ
が
23
年

度
か
ら
の
「
自
考
自
創
」
及
び
「
桜
が
丘
６

マ
イ
ン
ド
」
の
周
知
と
、
そ
の
育
成
の
た
め

に
必
要
な
教
育
活
動
の
推
進
力
と
な
っ
て
い

る
。

自信（じ） 自分を信じ勇気を持って挑戦するマインド

向上（こ） 成長したいと願い自ら行動するマインド

探究（う） 興味関心を深く突き詰めるマインド 

受容（じ） 他者を理解し受け入れるマインド

疎通（そ） 積極的にコミュニケーションを図るマインド

協調・協働（う） 仲間と共に（のために）事を成すマインド

※学校資料を基に編集部で作成。

スクールポリシー「自考自創」を実現するために必要な
資質・能力「桜が丘６マインド」

図１

１
学
年
主
任

沖
村
将
彦 

お
き
む
ら
・
ま
さ
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
進
路

指
導
部
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

副
校
長

桐
原

　琢 

き
り
は
ら
・
た
く
ま

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

実践事例 2
「桜が丘６マインド」を軸に、

生徒のよさや成長を教師が語る
広島県・私立広島桜が丘高校

広島県・私立広島桜が丘高校では、生徒の非認知能力「桜が丘６マインド」を見取り、
自己肯定感の醸成を図ることで、年内入試への挑戦を支援している。

C
A
SE

「
自
分
に
も
で
き
る
」
と

気
づ
き
始
め
た
生
徒
た
ち

年内入試の

現状

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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同
校
が
掲
げ
る
「
ス
ー
パ
ー
進
路
多
様
校
」

と
は
、
生
徒
の
多
様
な
志
望
を
１
０
０
％
実

現
す
る
学
校
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
し

た
学
校
に
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
に
は
志
望

を
語
る
力
が
、
教
師
に
は
生
徒
の
志
望
を
引

き
出
す
力
が
必
要
だ
と
、
桐
原
副
校
長
は
語

る
。
そ
れ
は
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
、

生
徒
と
教
師
双
方
の
力
で
つ
く
り
上
げ
て
い

く
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

　「
進
路
に
つ
い
て
の
答
え
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
教
師
で
は
な
く
生
徒
で
す
。
高
校
入

学
段
階
で
は
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
生
徒

に
も
、『
こ
ん
な
進
路
を
歩
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
今
を
こ
の
よ
う
に
生
き
た
い
』

と
、
自
分
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
結
び
つ
け
て

語
れ
る
力
を
育
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
生
徒
に
自
分
を
語
る
力
を
育
む
た
め
に
は

メ
タ
認
知
が
必
要
だ
と
考
え
る
桐
原
副
校
長

は
、
23
年
度
か
ら
の
学
校
改
革
の
一
環
と
し

て
、
自
考
自
創
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な

桜
が
丘
６
マ
イ
ン
ド
の
観
点
で
、
生
徒
が
授

業
や
単
元
ご
と
に
自
分
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
2
）
を
導
入
し
た
。

　「
様
々
な
資
質
・
能
力
の
観
点
で
自
分
を

多
角
的
に
振
り
返
れ
る
よ
う
に
、
授
業
も
教

師
に
よ
る
説
明
一
辺
倒
で
は
な
く
、
生
徒
が

個
人
で
頑
張
る
時
間
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る

時
間
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
盛
り
込
む
よ
う
、

先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

『
あ
な
た
の
発
言
は
、
自
分
と
は
違
う
立
場

の
人
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ

ね
』
な
ど
と
、
6
マ
イ
ン
ド
を
意
識
し
て
生

徒
を
見
取
る
こ
と
で
、
生
徒
が
授
業
を
通
じ

て
自
分
の
よ
さ
や
価
値
観
を
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
授
業
改
善
が
進
む
こ
と
で
生
徒
の
メ
タ
認

知
は
確
実
に
促
さ
れ
る
と
、
沖
村
先
生
も
実

感
し
て
い
る
。

　「
中
学
校
ま
で
の
経
験
か
ら
『
自
分
は
勉

強
が
で
き
な
い
』
と
思
い
込
ん
で
い
る
生
徒

は
、
非
認
知
能
力
の
視
点
で
自
分
を
振
り
返

る
こ
と
で
、『
自
分
は
教
科
書
の
内
容
を
覚

え
る
の
が
苦
手
な
だ
け
で
、
物
事
の
本
質
を

深
く
考
え
る
こ
と
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
』

と
自
分
を
捉
え
直
し
ま
す
。
学
び
の
楽
し
さ

と
、
学
び
を
通
じ
た
自
身
の
変
容
に
気
づ
い

た
生
徒
は
、
向
学
心
が
芽
生
え
、
や
が
て
進

学
を
選
択
肢
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

自考自創を実現するために必要な桜が丘６マインドの観点で自分を振り返るワークシート図２

「
何
が
分
か
っ
た
か
・
分
か
ら
な
か
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な
く
、「
自
分
は
ど
の
よ
う

に
学
ん
だ
か
・
そ
れ
は
な
ぜ
か
」
を
生
徒
が
振
り
返
る
。「
１
人
で
学
ぶ
の
か
、
ほ
か

の
人
と
話
し
合
う
の
か
を
自
分
で
考
え
、
自
己
決
定
す
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
が
自
分
ら
し
い
学
び
方
、
生
き
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
メ
タ
認
知
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
桐
原
副
校
長
）

生徒が「桜が丘６マインド」の観点で自分を振り返っている箇所

※学校資料をそのまま掲載。

「自分を語る力」
を

生徒に育む

生
徒
の
メ
タ
認
知
を
促
す

授
業
改
善
を
推
進

実践1
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教
師
が
生
徒
の
志
望
を
引
き
出
し
た
り
、

生
徒
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
り
し
て
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る

教
師
の
深
い
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

　「『
あ
な
た
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ね
』

と
、
教
師
が
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
を
語
る
こ

と
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
だ
け
で

な
く
、
自
己
理
解
も
促
し
ま
す
。
そ
の
生
徒

の
よ
さ
、
適
し
た
進
路
を
見
抜
く
力
が
教
師

に
は
求
め
ら
れ
ま
す
」（
沖
村
先
生
）

　
23
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
生
徒
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
録
シ
ー
ト
」
は
、
自
考
自
創
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
桜
が
丘
６
マ
イ
ン
ド

を
手
が
か
り
に
し
て
、
実
際
に
ど
の
生
徒
が
、

ど
ん
な
場
面
で
、
ど
ん
な
行
動
を
し
た
の
か

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
録
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
（
図
３
）。

　「
本
シ
ー
ト
を
記
入
す
る
時
に
、
生
徒
の

姿
を
す
ぐ
に
思
い
出
し
、
具
体
的
な
様
子
を

語
れ
る
か
ど
う
か
で
、
教
師
が
日
常
的
に
ど

の
く
ら
い
生
徒
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
ま
た
、

記
入
し
た
内
容
を
教
師
間
で
シ
ェ
ア
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
見
取
り
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」（
桐
原
副
校
長
）

　
自
己
肯
定
感
が
十
分
に
高
ま
っ
て
い
な
い

生
徒
は
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
他
者

に
語
る
こ
と
を
恐
れ
が
ち
だ
と
、
沖
村
先
生

は
言
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
夢
を
語
っ

て
も
笑
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
深
く
生
徒
を
理

解
し
た
教
師
か
ら
「
あ
な
た
は
き
っ
と
大
丈

夫
だ
よ
」
と
励
ま
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
心

理
的
安
全
性
に
満
ち
た
教
室
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
必
ず
持
っ
て
い

る
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
教
師
が
把
握
し
、
語

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
徒
は

堂
々
と
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
話
し
始

め
ま
す
。
今
後
も
、
６
マ
イ
ン
ド
を
手
が
か

り
に
生
徒
を
し
っ
か
り
と
見
取
っ
て
い
く
こ

と
で
、
自
分
を
語
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
年

内
入
試
に
、
生
徒
が
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
沖
村
先
生
）

期間：2023 年１月３０日 ～２月５日

No. 力 誰が？
どんな

場面で？
どうした？

①

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

1 年生 A
（バドミン
トン部）

2/4（土）
広島県

学年別大会
（バドミントン）

前大会は緊張に飲み込まれ
1 回戦負けだったが、顧問の

「大きな声を出せば気持ちも
大きくなる」という助言を実
践し、自信を持って試合に臨
み、ベスト８（５位）に入った。

②

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

3 年生 G
1/30（月）
卒業試験

高３になるまで満点を取った
ことがなかったが、2 学期に
日本史 B の試験で初めて満
点を取ることができ、その後
も継続した努力と徹底した
準備をすることで、卒業試験
において学年で唯一の満点
を取った。

③

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

3 年生 J
1/30（月）
卒業試験

年度当初は目立たない存在
で、クラスの上位ではあるも
のの、トップを取ることはな
かったが、今までで一番クラ
ス平均点が低かった卒業試験
においてクラストップと唯一の
平均９０点以上を達成した。

教師のための生徒のエピソード記録シート図３

実際の記録シートは 2 ページで、10 個のエピソードを記入できるよう
になっている。「10 個のエピソードをどれぐらいの時間で記入できるの
かを試してみることで、自分が日々生徒をどれくらい見取ることができ
ているのかを確認することができます」（桐原副校長）
※学校資料を基に編集部で作成。

「生徒を語る力」
を

教師に育む

生
徒
を
見
取
る
力
を
問
う

教
師
の
た
め
の
記
録
シ
ー
ト

実践 2

週
５
コ
マ
の
探
究
学
習
な
ど
、

生
徒
が
自
身
の
成
長
を
自
覚
す
る
場
を
拡
充

　
同
校
で
は
23
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
週
5
コ
マ
に
拡
充
。
１
年
次

で
は
「〝
楽
し
さ
〟
と
は
何
か
？
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、e-Sports

大
会
の
開
催
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
探
究
学
習
を
通
じ
て
身
近
な
興
味
・
関
心
の
価
値
に
気
づ
か

せ
る
と
と
も
に
、
自
己
有
用
感
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
２
年

次
以
降
は
、地
元
・
広
島
の
課
題
に
向
き
合
い
、理
想
の
姿
を
考
え
さ
せ
る
予
定
だ
。「
探

究
学
習
は
年
内
入
試
で
合
格
す
る
た
め
の
最
大
の
武
器
の
１
つ
で
あ
る
と
い
う
共
通
認

識
の
下
、
全
教
師
が
探
究
学
習
に
か
か
わ
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
」（
桐
原
副
校
長
）

　
同
校
は
、
進
学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
言
い
出
せ
な
い
ま
ま
生
徒
を
卒
業
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
生
徒
が
非
認
知
能
力
の
向
上
を
果
た
せ
る
よ
う
な
場
を
充
実
さ
せ
、
そ

こ
で
の
成
長
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
考
え
だ
。

展望

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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２
０
２
３
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
3
期
目
を
迎
え

た
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
宇
土
高
校
。
か

つ
て
3
年
生
の
１
割
程
度
で
あ
っ
た
年
内
入

試
出
願
者
数
は
、
近
年
は
半
数
に
迫
る
。
さ

ら
に
、
18
年
に
同
校
か
ら
、
世
界
の
最
難
関

大
学
の
１
つ
と
さ
れ
る
米
国
・
ミ
ネ
ル
バ
大

学
に
合
格
者
が
九
州
で
初
め
て
出
て
以
来
、海

外
大
学
合
格
者
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
高
度
な
科
学
研
究
へ
の
取
り
組

み
は
、
生
徒
の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い

る
が
、
多
彩
な
進
路
を
実
現
す
る
要
因
は
ほ

か
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
教
科
で
探
究
の

「
問
い
」
を
創
る
授
業
に
挑
戦
し
て
い
る
こ

と
だ
と
、
横
川
修
校
長
は
語
る
。

　「
探
究
と
は
、
日
常
の
気
づ
き
、
自
然
の

不
思
議
、
社
会
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
生

徒
が
問
い
を
立
て
、
そ
の
解
明
や
解
決
の
た

め
に
協
働
し
て
知
恵
を
出
し
、
行
動
し
、
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
を
自
分
事

に
す
る
営
み
で
す
。
本
校
で
は
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
探
究
の
『
問
い
』
を
創
り
、
学
び

を
自
分
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、日
々

の
授
業
で
も
新
た
な
興
味
・
関
心
を
見
つ
け
、

学
校
内
外
の
探
究
の
学
び
で
育
ん
だ
資
質
・

能
力
を
生
か
し
、
年
内
入
試
挑
戦
や
海
外
大

学
進
学
な
ど
、
各
々
が
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
は
、「
問
い
」
を
創
る
力
を
生
か
し
て
、

進
路
選
択
の
キ
ー
と
な
る
出
来
事
や
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
じ
た
自
ら
の
成
長
を
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
（
写
真
）
な
ど
を
使
っ
て
整
理

し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
、
探
究
部
長
で
進
路
指

導
主
事
の
後
藤
裕
市
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
や
日
々
の
授
業

で
の
気
づ
き
、
学
び
な
ど
を
振
り
返
る
こ
と

で
自
分
の
軸
を
見
つ
け
、
高
校
卒
業
後
の
人

生
で
向
き
合
う
『
問
い
』
を
生
徒
が
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
進
路
指
導
で
す
」 探

究
部
長
・
進
路
指
導
主
事
・

指
導
教
諭

後
藤
裕
市 

ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
理
科

（
生
物
）。

校
長横川

　修 

よ
こ
が
わ
・
お
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

探
究
部
企
画
班
長
・
指
導
教
諭

梶
尾
滝
宏 

か
じ
お
・
た
き
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
理

科
（
物
理
）。

教
務
主
任
・
指
導
教
諭

奥
田
和
秀 

お
く
だ
・
か
ず
ひ
で

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

写真　後藤先生が生徒と一緒に描いたマインドマップ。探究学習での様々な気づきや
出会いを振り返る中で、「これがやりたかったんだ！」と気づく生徒は少なくない。

実践事例 3
探究の学びを軸に、UTO-LOGICを

駆使して「問い」を創る力を養う
熊本県立宇

う

土
と

中学校・宇土高校
SSH3 期目を迎え、全校体制でサイエンス人財の育成を図る熊本県立宇土中学校・宇土高校。

探究の学びを軸に、生徒の主体性を引き出し、人生100 年時代のキャリアをデザインさせる実践を紹介する。

探
究
の
学
び
で
育
ん
だ

資
質・能
力
で
進
路
を
拓
く

C
A
SE

年内入試の

現状
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同
校
で
は
、
全
教
科
で
探
究
の
「
問
い
」

を
創
る
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
務
主

任
の
奥
田
和
秀
先
生
は
、
日
頃
か
ら
「
問
い
」

の
視
点
を
持
っ
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
、
生

徒
に
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

が
醸
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
を
描
く

土
壌
が
育
ま
れ
る
と
語
る
。

　「
例
え
ば
日
本
史
の
授
業
で
、『
旧
石
器
時

代
の
日
本
人
』と
い
う
授
業
タ
イ
ト
ル
を『
日

本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
』
と
、
問
い

の
形
に
変
え
る
だ
け
で
、
生
徒
の
学
び
へ
の

姿
勢
は
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
『
問
い
』

を
単
元
の
冒
頭
だ
け
で
な
く
、
１
コ
マ
の
授

業
の
中
で
教
師
と
生
徒
双
方
が
立
て
て
い
き

ま
す
」

　
探
究
の
「
問
い
」
を
創
る
授
業
は
、
反
転

学
習
を
取
り
入
れ
、「
問
い
」
を
鍵
に
し
た

３
つ
の
活
動
で
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。「『
問

い
』を
つ
か
む
」で
は
、教
師
が
提
示
し
た「
問

い
」
に
向
き
合
い
、知
識
を
整
理
す
る
。「「
問

い
」
に
挑
む
」
で
は
、
論
文
な
ど
に
基
づ
い

た
「
問
い
」
を
教
師
が
提
示
し
、
話
し
合
い

な
ど
を
通
じ
て
思
考
力
な
ど
を
磨
く
。「『
問

い
』
を
創
る
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
び
を

踏
ま
え
て
生
徒
が
新
た
な
「
問
い
」
を
創
る
。

　「
授
業
の
最
後
の
『
問
い
』
創
り
は
、
本

校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

『
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
』（
図
２
）
の
い
ず
れ
か
を
切

り
口
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
毎
日
の
問
い

創
り
を
見
守
る
中
で
、
私
た
ち
教
師
は
『
い

つ
も
は
論
理
性
を
重
視
し
た
問
い
な
の
で
、

今
日
は
創
造
性
を
重
視
し
た
問
い
を
創
っ
て

み
よ
う
』
な
ど
と
、
生
徒
に
声
を
か
け
て
い

ま
す
」（
後
藤
先
生
）

　
生
徒
は
、「
問
い
」
創
り
な
ど
の
度
に
接

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
図
２
）
に
よ
っ
て
、「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
を
常

に
意
識
す
る
。
ま
た
教
師
は
、「
問
い
」
創

り
を
通
じ
て
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
の
育
成
を
図

る
授
業
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師

の
理
想
、
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を

整
理
し
、
実
践
を
共
有
す
る
教
員
研
修
を
例

年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
（
図
３
）。

　
日
々
の
授
業
で
何
を
知
り
、
何
が
分
か
っ

た
の
か
。
次
は
何
を
探
究
し
た
い
の
か
ー
。

そ
う
し
て
学
び
を
振
り
返
り
、
次
の
課
題
の

設
定
に
つ
な
げ
る
過
程
を
日
々
の
授
業
で
体

験
す
る
こ
と
も
、
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
語
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

探究の問いを創る授業の流れ

育成を目指す資質・能力「LOGIC」とチェックリスト

資質・能力「LOGIC」を育む授業を行う
ための教員研修プログラム

図１

図２

図３

反転
学習

Logicality
〈論理性〉

Objectivity
〈客観性〉

Global
〈グローバル〉

Innovativeness
〈革新性〉

Creative
〈創造性〉

探究の
「問い」を
つかむ

補足
説明

探究の
「問い」に
挑む

探究の
「問い」を
創る

反転
学習

教科書
理解、

動画提示

概念理解、
要約、
整理

概念理解、
補足説明

論文・
資料提示

探究活動、
テーマ
設定

教科書
理解、

問題演習

家庭学習 １０分 １０分 ２０分 １０分 家庭学習

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

● 育成を目指す資質・能力「LOGIC」

● チェックリスト（Objectivity）
Objectivity〈客観性〉

情報の正確性　参考文献の出典を明らかにしたレポートができる
参考にした図書、文献、新聞記事、ウェブサイトなど、資料の名称を正
しく記載できている。（「著書名」「タイトル」「出版年」「ページまたは
URL」）

□

信頼度の高い資料（著書、出典、公的ウェブサイト等）から参考文献を
活用してレポートを構成することができている。 □
レポートのどの部分に参考文献を活用しているか、参考文献のどの内容
をレポートに活用しているか、レポートを作成する上で表記することが
できている。

□

時
間 内容 取り組み・

ICT活用

0 チェックイン
グランドルール確認・共有

□座席確認
　（教科ごと）
□ chromebook

5

ワーク１
理想の授業をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく授業　　(5 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく授業　　(5 分）
＊教室空間・生徒の実態・個々
のスキルを超えた自由な発想

❶スプレッドシー
トＡ列から１セル
に１コメント入力

15

ワーク２
理想の自学をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく自学　　（3 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく自学　　（2 分）
＊授業内でできないこと、自学
での取り組みが望ましいこと

❷スプレッドシー
トＢ列から１セル
に１コメント入力
❸Ａ列は青色、Ｂ
列は黄色の付せん
として Miro に添付

20

ワーク３
理想の授業設計をイメージする
❶授業でした方がよいこと、
自学でした方がよいことを整理
❷授業でしていたが自学です
る方が理想的、その逆も可視化

❹フレームに付せ
んを移動する

全教科での
探究の「問い」を
創る授業

「
問
い
」を
立
て
る
力
が

キ
ャ
リ
ア
を
描
く
力
に
な
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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23
年
度
、
同
校
は
進
路
行
事
と
探
究
学
習

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
分
掌
改
編
を
実

施
し
、
進
路
指
導
部
を
探
究
部
の
中
に
置
い

た
。
探
究
学
習
の
充
実
と
進
路
を
切
り
拓
く

力
の
育
成
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え

た
か
ら
だ
。
科
学
部
顧
問
と
し
て
同
校
の
探

究
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
梶
尾
滝
宏
先
生
は
、

「
探
究
学
習
の
活
動
に
は
、
年
内
入
試
対
策

に
通
じ
る
も
の
は
多
い
」
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て

年
３
、４
回
の
発
表
を
経
験
し
ま
す
。
漫
然

と
原
稿
を
読
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

が
経
験
し
た
探
究
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
を
熱

く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
、
年
内
入
試
で
の
面
接
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
練
習
に
な
り
ま
す
。
探
究
学

習
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
年
内
入
試
出
願
時
の

指
導
の
負
担
は
明
ら
か
に
軽
減
し
ま
す
」

　
探
究
学
習
の
発
表
に
お
い
て
、「
テ
ー
マ

に
つ
い
て
何
が
分
か
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な

く
、「
探
究
学
習
を
通
し
て
自
分
は
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
獲
得
し
た
の
か
」「
学

校
の
学
び
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
資

質
・
能
力
が
獲
得
で
き
る
の
か
」
を
生
徒
に

し
っ
か
り
と
語
ら
せ
て
い
る
の
は
、
特
に
下

級
生
に
探
究
学
習
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
だ
。

　「
文
系
志
望
だ
っ
た
生
徒
が
、
探
究
学
習

を
通
じ
て
理
系
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、
科

学
者
を
目
指
し
て
海
外
大
学
に
進
学
す
る
。

そ
ん
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
出
会
う
と
、
ど
の

生
徒
も
『
自
分
も
大
き
く
変
わ
り
た
い
』
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
校
で
の
学
び
を

ど
の
よ
う
に
進
路
に
つ
な
げ
る
か
を
考
え
る

上
で
、
生
徒
に
と
っ
て
先
輩
の
体
験
談
が
何

よ
り
参
考
に
な
り
ま
す
」（
梶
尾
先
生
）

　
日
々
の
授
業
で
の
「
問
い
」
創
り
や
探
究

学
習
を
通
じ
て
、「
自
分
は
何
を
獲
得
し
た

の
か
」「
次
は
何
を
獲
得
し
た
い
か
」
を
メ

タ
認
知
す
る
同
校
の
生
徒
た
ち
。
未
来
を
生

き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め

の
教
科
指
導
・
進
路
指
導
の
改
革
を
通
じ
て
、

生
徒
は
着
実
に
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

志望理由書の作成過程をデータベースとして保存図４

● 生徒 A の学習活動の主な内容
１年　ロジックリサーチ「日本VS感染症〜社会から学ぶ感染症対策〜」
１年　プレ課題研究「ストレスマーカーを用いたプラセボ効果の検証」
２年　３年SS課題研究「ストレス減少の観点から見たプラセボ効果の証明と応

用」

● 生徒 A の主な活動歴
１年３月 　ロジックスーパープレゼンテーション・プレ課題研究代表発表
２年７月 　構想発表会
２年11月　中間発表会「熊本大学連携・大学職員、本校卒業生を交えたポスター

セッション」

● 生徒 Aの志望理由書の作成過程

〈目指す薬剤師像〉

〈きっかけ〉

•高齢化、グローバル化、災害の増加が起こっ
ている現代において、いつでもどこでも誰に
でも、安心して効果的に薬を服用できる環境
を提供することができる薬剤師として、地元
熊本に貢献したい。
•具体的には、汎用性のある豊富な知識、コ
ミュニケーション能力、英語力、説明力、適
応力がある薬剤師になりたい。

生徒が語った内容 教師の問いかけ

•いつでもどこでも
誰にでも、安心し
て効果的に薬を提
供できる薬剤師の
イメージを具体的
に教えてほしい

※学校資料を基に編集部で作成。

❶祖母と薬
•祖母が膝の治療をした際に薬が与えられた
ものの、薬の効果に疑問を持ち飲まなければ
ならない期間を待たずに勝手に服用をやめて
しまった。薬の治療効果や期間まで飲み切る
ことの重要性を薬剤師さんの説明で納得して
いたら祖母は勝手な判断をしなかったのでは
ないか。

•なぜ医療従事者の
中でも薬剤師になり
たいのか
•高齢者だけ？ ど
の年代に焦点を合
わせてもいるか

探究学習の
諸活動の充実

探
究
学
習
の
中
で

年
内
入
試
に
必
要
な
力
を
育
む

探
究
学
習
で
の
成
長
を
語
る

先
輩
の
姿
が
進
路
観
を
刺
激

実践 2

す
べ
て
の
教
師
の
力
、
経
験
を
結
集
し
、

生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
を
支
援

　年
内
入
試
出
願
者
の
中
に
は
、
探
究
学
習
で
の
学
び
と
、
そ
こ
で
の
成
長
を
う
ま
く

整
理
で
き
て
い
な
い
生
徒
も
も
ち
ろ
ん
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
、

同
校
は
23
年
度
よ
り
、志
望
理
由
書
の
作
成
段
階
か
ら
３
学
年
団
の
教
師
だ
け
で
な
く
、

そ
の
生
徒
の
過
去
の
探
究
学
習
を
伴
走
し
た
教
師
も
か
か
わ
る
よ
う
に
し
た
。

　ま
た
、
年
内
入
試
に
出
願
す
る
生
徒
と
教
師
の
や
り
取
り
を
テ
キ
ス
ト
化
し
、
指
導

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
す
る
よ
う
に
し
た
（
図
４
）。
活
動
歴
だ
け
で
な
く
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
つ
く
る
「
問
い
」
と
し
て
、
教
師
が
ど
ん
な
言
葉
を
生
徒

に
か
け
た
の
か
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
進
め
て
い
る
。

展望

18 高校版  2023 August

0-01-J-23300-001 2023 年度 VIEW next 高校版 8 月号 18 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

08/03
庄司

再
念
校

08/07
三宅・松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P17-18_view-next-koukou-8g.indd   18P17-18_view-next-koukou-8g.indd   18 2023/08/08   9:252023/08/08   9:25



　生
徒
が
自
尊
感
情
を
育
み
、
自
己
理
解
を

深
め
て
い
く
た
め
の
対
話
に
お
い
て
は
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
他
者
に
共
有
す
る
中

で
、「
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
」

「
そ
う
思
っ
て
よ
い
ん
だ
」 

と
い
っ
た
気
持
ち

に
な
る
よ
う
、
他
者
の
共
感
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
生
徒
と
の
共
感
的
な
対
話
が
成
り

立
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
は
生
徒
に
教
師
の
こ

と
を
「
対
話
の
対
象
」
と
し
て
認
識
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
教
師
は
日
頃
か
ら
生
徒
に
声
を
か
け
て
、

日
々
の
出
来
事
や
生
徒
が
考
え
て
い
る
こ
と

を
興
味
を
持
っ
て
聞
き
、
共
感
す
る
態
度
を

見
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　生
徒
に
か
け
る
言
葉
は
、「
最
近
、
何
だ

か
元
気
そ
う
だ
ね
！
」「
部
活
動
の
調
子
は

ど
う
な
の
？
」「
文
化
祭
の
準
備
は
、
は
か

ど
っ
て
い
る
？
」
な
ど
、
何
気
な
い
ひ
と
言

で
構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
す
る
生
徒
の

返
事
を
「
そ
う
な
ん
だ
」「
そ
れ
は
い
い
ね
」

な
ど
と
肯
定
的
な
言
葉
で
受
け
止
め
、
生
徒

が
話
す
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。

　「へ
ー
、
○
○
な
ん
だ
」
な
ど
と
生
徒
が

言
っ
た
内
容
を
繰
り
返
す
こ
と
も
、「
ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
そ
れ
、
詳
し

く
教
え
て
」
な
ど
と
、
話
を
広
げ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　大
切
な
の
は
、
特
定
の
生
徒
に
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
に
声
を
か
け
る
こ

と
で
す
。
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
声
を
か

け
る
教
師
の
姿
を
見
て
、
生
徒
は
「
こ
の
先

生
と
話
し
て
み
た
い
」
と
思
う
の
で
す
。

専
門
は
発
達
障
害
児
・
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
。
一
般
社
団
法
人
全
国
高
等
教
育
障
害
学
生
支
援

協
議
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、
石
川
県
立
高
校
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
石
川
県
生
徒
指
導
・
発
達
障
害

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/
edu-ctr/sodan/leaflet.html

『生徒の自己理解を促す共感的な対話』
神奈川県立総合教育センターが製作した冊子『生徒の自
己理解を促す共感的な対話』では、学校生活の様々な場
面において、教師が生徒と「共感的な対話」を実現でき
るよう、具体的な対話のポイントを紹介
している。

西村客員准教授が監修した対話のヒント集

1

自己理解を促すかかわり方を考える

教師の共感的なかかわりの中で、
生徒は自身の思いを再構築する

富山大学保健管理センター 客員准教授　西村優紀美
「マイ・ストーリー」を生徒自身が語れるようになるためには、教師の日々のかかわりが重要になる。

では、どのようなことに留意して、生徒とかかわればよいのか。「共感的な対話」をキーに専門家が語った。

教
師
を
「
対
話
の
対
象
」
と

生
徒
に
認
識
さ
せ
る

AD
VIC

E

日常の
接し方

富
山
大
学

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

客
員
准
教
授

西
村
優
紀
美 

に
し
む
ら
・
ゆ
き
み

【
西
村
客
員
准
教
授
か
ら
の
提
言
】
よ
り
よ
い
生
き
方
・
進
路
を
自
分
で
選
択
す
る
た
め
に
は
、
過

去
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
考
え
方
や
得
意
・
不
得
意
に
向
き
合
う
自
己
理
解
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
自
分
に
対
し
て
肯
定
的
で
な
け
れ
ば
、
自
分
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
の
有
効
な
手
法
の
１
つ
で
あ
る
「
共
感
的

な
対
話
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。進
路
を
考
え
る
生
徒
の
支
援
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や
将
来
の
目

標
な
ど
を
整
理
し
、
歩
む
べ
き
進
路
を
明
確

に
し
て
い
く
た
め
に
、
教
師
は
面
談
で
生
徒

に
ど
の
よ
う
に
接
す
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
面
談
で
生
徒
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
つ

い
「
そ
れ
な
ら
○
○
を
し
た
方
が
よ
い
」
な

　
と
は
い
え
、
生
徒
の
話
に
「
う
ん
う
ん
、

そ
う
な
ん
だ
ね
」
と
聞
く
こ
と
だ
け
が
共
感

的
な
対
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
話
の

中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

は
質
問
し
て
も
よ
い
で
す
し
、
生
徒
か
ら
問

わ
れ
た
ら
、
先
生
自
身
の
考
え
を
伝
え
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
生
徒
の
考
え

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
否
定

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、「
こ
の
生
徒

は
、
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
生

徒
に
関
心
を
持
っ
て
さ
ら
に
話
を
聞
き
ま
す
。

　
面
談
の
途
中
で
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
も

教
師
の
大
切
な
役
割
で
す
。
そ
の
際
、「
ま

と
め
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
ね
」
と
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
、「
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
を
整
理
す
る
と
、
先
生
は
こ
う
理
解
し
た

の
だ
け
ど
、
そ
れ
で
い
い
か
な
？
」
と
、
生

徒
に
必
ず
質
問
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
も
し

整
理
の
仕
方
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
生
徒

は
「
こ
こ
が
違
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
こ
と

に
な
り
、
生
徒
に
と
っ
て
自
分
の
考
え
を
再

確
認
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

　
性
急
に
答
え
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
生

徒
の
言
葉
を
待
ち
、
受
け
止
め
、
引
き
出
す

こ
と
で
、
生
徒
は
少
し
ず
つ
自
分
を
語
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ど
と
具
体
的
な
助
言
を
し
た
く
な
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
性
急
に
解
決
策
を
示
す
の
で

は
な
く
、
生
徒
の
考
え
や
悩
み
に
関
心
を

持
っ
て
耳
を
傾
け
、「
あ
な
た
は
ど
う
し
た

い
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
生
徒
自
身
に
状

況
や
思
い
を
整
理
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
生
徒
が
稚
拙
な
考
え
を
語
っ
た
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
そ
う
思
っ
た
ん
だ
ね
」、「
あ

な
た
が
感
じ
た
こ
と
は
分
か
っ
た
よ
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
生
徒
の
思
い
や
考
え
を
受

け
止
め
、「
じ
ゃ
あ
１
週
間
後
に
、
ま
た
先

生
に
状
況
を
教
え
て
ね
」
な
ど
と
、
一
緒
に

考
え
続
け
る
姿
勢
を
示
し
ま
す
。

　
面
談
に
臨
む
教
師
に
ま
ず
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
生
徒
を
人
生
の
物
語
の
語
り
手
・
創

り
手
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
、
そ
し
て
今
後

ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、
生
徒
自
身
の
考

え
を
聞
く
こ
と
な
の
で
す
。

2人
生
の
物
語
の
語
り
手
で
あ
る

生
徒
を
尊
重
す
る

言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
を
語
る
力
を
得
る

面談での
接し方

教師ばかりが話す面談から
生徒自身が語る面談へ

「面談では、生徒の話を聞くつもりだった
のに、ふと気がつくと、自分ばかりが一
方的に話していることがよくある」など、
面談の理想と現実に悩む教師は少なくな
い。西村客員准教授は、教師ばかりが話
をしてしまう場合は、生徒の話を聞くこ
とよりも、教師が自分の考えを伝えるこ
とを優先していることが多いと説明する。
教師の解釈を前面に出すと、生徒は教師
に対して話すことを諦めてしまう。「生徒
一人ひとりが、自分とは違う存在である
という前提に立って、生徒の言葉に耳を
傾けることが大切です」（西村客員准教授）

「今のあなたはこうだ」「こうあるべ
きだ」などと、教師の解釈を生徒
に押しつけていないか？
→生徒自身に現状認識と今後どうした
いのかを語らせる

ほかの生徒や教師自身の成功体験
を一方的に披露していないか？
→生徒が「先輩はどうしていたのです
か？」などと聞いてきた場合は答える

セルフチェック

逐語録を共有し、
面談を振り返る

面談力を高める
お勧めアクション

面談が上手な先生は必ずどの学校にもいます。面談のスキルを高めるに
は、そうした先生の、生徒との面談に同席するのが一番です。面談に同席
させてもらうことが難しければ、面談でのやり取りを逐語録としてその
まま書き起こしてもらい、それを読んでみるとよいでしょう。同じように、
自分の面談を逐語録で振り返ることもお勧めします。自分では傾聴・受
容しているつもりだったのに、「○○しないと駄目だよ。そのためにはま
ず○○から始めて……」などと、自分が答えを提示している時間が多かっ
たと気づくことも少なくないものです。ぜひ、取り組んでみてください。

専門家でもこんなことが……
共感的な対話は意外と難しいものです。私た
ち専門家でも、逐語録で面談を振り返ると、
相手に対して「ここができていませんね」「こ
うすればよいのですが」といった言い方になっ
ていることがあります。共感的な対話の学問
的な意義も理解しているから大丈夫と思わな
いで、お互いに研鑽を積みたいですね。
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自
分
の
適
性
や
学
力
な
ど
と
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
志
望
を
語
る
生
徒
に
は
、
ど
の
よ
う
に

接
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
こ
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
は
無
理
だ
よ
」

な
ど
と
否
定
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
、
生

徒
は
自
分
の
考
え
を
話
さ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
か
と
言
っ
て
、「
い

い
ね
、
頑
張
っ
て
！
」
と
励
ま
す
だ
け
で
よ

い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
こ
と
は
、
生
徒

が
そ
う
し
た
志
望
に
至
っ
た
理
由
で
す
。「
人

の
命
を
救
い
た
い
か
ら
」
な
ど
、生
徒
が
語
っ

た
志
望
理
由
を
ま
ず
は
受
け
止
め
ま
す
。「
命

を
救
う
」
と
い
っ
た
、
進
路
を
考
え
る
上
で

大
切
に
し
た
い
思
い
を
生
徒
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
志
望
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

も
、「
命
を
救
う
仕
事
は
、
ほ
か
に
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
、
ほ
か
の
選
択
肢

を
生
徒
と
探
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
ほ
か
の
選
択
肢
を
探
し
始
め
る

か
ど
う
か
は
、
生
徒
が
決
断
す
る
こ
と
で
す
。

教
師
が
「
別
の
道
を
探
し
た
ら
？
」
と
志
望

の
変
更
を
勧
め
て
し
ま
う
と
、
生
徒
に
と
っ

て
、
教
師
が
進
路
の
障
壁
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
実
と
し
て
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
壁
の
高
さ
を
生
徒
自
身
に
自
覚
さ
せ
、
決

断
を
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
志
望
を
か
な
え
る
た
め
に
は
何

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
生

徒
に
調
べ
さ
せ
、
一
緒
に
確
認
し
て
い
き
ま

す
。
生
徒
が
壁
を
越
え
る
た
め
の
努
力
を
始

め
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
支
援
し
、
志
望
変

更
を
検
討
し
た
い
と
考
え
た
の
な
ら
、
進
路

を
考
え
る
上
で
大
切
に
し
た
い
思
い
を
生
徒

と
確
認
し
な
が
ら
、「
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し

い
進
路
は
き
っ
と
見
つ
か
る
よ
」
と
、
生
徒

を
応
援
し
ま
す
。

　
生
徒
か
ら
進
路
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を

聞
く
際
に
は
、
生
徒
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

気
づ
き
を
得
た
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。「
先

生
が
言
っ
た
通
り
、
難
関
の
試
験
だ
っ
た
で

し
ょ
う
」
で
は
な
く
、「
そ
う
か
、
そ
ん
な

に
難
し
い
試
験
な
ん
だ
ね
」
と
い
っ
た
言
葉

の
方
が
、
相
手
の
自
尊
感
情
を
損
ね
な
い
と

い
う
の
は
、
大
人
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
生
徒
と
の
面
談
な
ど
で
話
題
に
上
が
る

テ
ー
マ
は
、
簡
単
に
は
答
え
が
出
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
生
徒
は
端
的
な
正
解
を
求
め

が
ち
で
す
が
、
答
え
は
１
つ
で
は
な
く
、
解

釈
や
選
択
肢
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
生
徒

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

面
談
な
ど
で
「
こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
具
体

策
が
決
ま
っ
て
も
、
よ
い
意
味
で
の
「
と
り

あ
え
ず
」の
策
で
あ
り
、「
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
時
は
、
あ
な
た
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。 

別
の
方
法
を
ま
た
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
、
再

考
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
も
伝
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
か
か
わ
り
を
続
け
る
う
ち
に
、

生
徒
は
「
こ
こ
が
疑
問
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
、
自
分
の
考
え
を
整
理
・
再
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
師

と
の
対
話
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
分
を
語
る

力
を
確
実
に
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
す
。

次号から、大きく変化する大学入
試環境で求められる「新進路選択」
についての連載がスタート！

年内入試の募集枠の拡大など、大学
入試環境が大きく変化する中で、これ
からの生徒の進路選択には、どのよう
な支援が必要になるのかー。10月号
から、その考え方と実践事例を紹介す
るコーナーの連載をスタートさせます。
ご期待ください！

3

4

「
そ
の
夢
は
無
理
」で
は
な
く
、

「
な
ぜ
、そ
れ
が
夢
か
」を
聞
く

越
え
る
べ
き
現
実
社
会
の

壁
を
一
緒
に
確
認
す
る

生
徒
自
身
が
思
い
を

再
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
る

事例から
考える

対話を通した
生徒の成長

『VIEW next』高校版では、教師が生徒理解を深めるための志望
校検討会のあり方や、生徒の長所を伝える推薦書の事例、資質・
能力の育成を意識したポートフォリオのフォーマットなど、年
内入試に役立つ記事をこれまでもご紹介してまいりました。そ
れらの記事をまとめたページを、ウェブサイト『VIEW next 
ONLINE』内につくりました。ぜひ、ご覧くだ
さい。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/
article16467/

▶ 年内入試の支援に役立つ！ 記事のご紹介

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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